様式第16号
年　　月　　日
危険物施設等事故発生届出書
　　　伊丹市長　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　届出者　　TEL(　　　―　　　―　　　　)
　　　住所　　　　　　　　　
　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　
	設置者
	住所
	TEL　　　　　　　　　　　

	
	氏名
	　

	製造所等の区分
	　

	設置許可年月日
	年　　月　　日
	許可指令番号
	第　　　　　号

	事故種別
	1爆発　2火災　3漏洩・流失・噴出　4破損
5その他(　　　)

	発生日時
	　　　　年　　月　　日　　時　　分頃(推定・確定)

	発見日時
	　　　　年　　月　　日　　時　　分頃

	発生事業所名
	　

	事業の概要
	　

	発生場所
	伊丹市

	施設装置
	名称
	　

	
	処理能力
	　

	機器等
	名称
	　

	
	規模
	　

	発生箇所
	名称
	　

	発生時の運転または作業状況
	　

	物質の区分等
	1危険物　2高圧ガス　3指定可燃物　4可燃性ガス
5毒物　6劇物　7その他(　　　　)

	※受付欄
	※　処理欄

	　
	　

	物質の区分等
	状態(固相・液相・気相)　圧力(常圧・加圧　kpa)
温度(　　　　　　　　度)
危険物の分類(第　　　類)　品名(　　　　　　　　　)
物質の商品名(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	危険物取扱者
	取扱いまたは立ち会い　　　(有・無)

	設備機器等の概要
	工程図面を添付すること。

	○事故の概要
事故の全体の状況および経過，緊急措置等までの概要について記入すること。
	　

	応急(緊急)措置状況
	　

	○事故の原因
主原因および着火原因等に必要な説明を加えること。
	　

	人的被害
	1死亡　　名　2重傷　　名　3軽傷　　名　4なし

	物的被害状況
	施設
	　　

	
	物質
	　

	損害額
	　


　注1　「事故種別」欄は，該当する区分を○で囲むこと。該当区分が複数の場合発端とな
った形態を◎で，引き続き発生した形態を○で囲むこと。
　　2　「施設装置」欄は，施設装置の名称について記入すること。
　　　例　固定屋根式(地上タンク)，地下タンク，ローリー充填施設，エチレン製造施設等
　　3　「機器」欄は，当該事故に係る機器について記入すること。
　　　例　反応塔，変圧器，印刷器，冷凍機等
4　「発生箇所」欄は，事故に係る機器の事故発生箇所について記入すること。
　　　例　タンク側板，開閉弁，油面計，制御盤，給油口等
　　5　「物質の区分等」欄は，該当するものに○印で囲む等とすること。
　　6　物的被害状況の「施設」欄は，当該事故により被害を受けた施設，設備，機器等の名称および数量ならびに焼損，破損等被害の状況を記入すること。
　　　　「物質」欄は，被害を受けた物質の分類，名称および数量ならびに焼損，破損等被害の状況を記入すること。
　　7　「損害額」欄は，当該事故により受けた直接被害(水損，破損，汚染は含む。)の額とし，間接被害(消火作業，休業による経費，損失)は除くこと。
　　8　事故発生原因，拡大原因または防災活動等から得られた教訓をもとに実施する事後対策の具体的概要について記載した書類を添付すること。
